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学校名 富士見中 学年 全校・特別支援学級 

授業者氏名 

音楽科・細川 淑子 

題材名 

「パタカラ体操をして、正しい発声を身に付けよう」 

主 眼＜フォーマット＞ 

〇〇について学んだ（or 体験した・調査した）子どもたちが（既習や経験）、〇〇に着目

し（健康教育や食育との教科等横断的な学習に係わる見方・考え方）、〇〇することを通し

て（本時の中核的な学習活動）、〇〇する力（育成する資質･能力）を培うことができる。 

主 眼 

集会を機に、「パタカラ体操」に継続的に取り組んできた生徒が、音楽の学習において、

口腔筋が鍛えられることによる発声・発音の変化に着目し、合唱前に「パタカラ体操」でウ

ォーミングアップを行うことを通して、口を動かし、より豊か歌唱表現を行おうとする力を

培うことができる。 

学習材 

（本時、子どもに提供する最大の情報：実践家や専門家の話の要点・KYT のイラスト等） 

・パタカラ体操の動画 

・パタカラ体操の上級動画 

 

 

成 果 

「パタカラ体操」を通して発音が明瞭になり、歌唱がスムーズになったと感じる生徒がい

た。 

生徒から「もっと速いものに挑戦したい」という声が上がり、上級編にも意欲的に取り組

む姿が見られた。 

課 題 

短時間での実践であったため、発声づくりとしての広がりに課題が残った。また、速く発

音することに目が向きがちであるが、その活動が歌唱表現や健康につながるという意識を

もつにはどうすればよいか考える必要がある。 


